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近来靴下と云えば，季節・性別・年齢を問わず，ナイ

ロン繊維のものが使用され，その耐久性と外観美が賞用

されている。しかし，これを衛生的立場から考える時，

特に日本の夏季の如き高温高湿状態では，その通気性・

吸湿性等が，しばしば問題にざれるところである。

私は，実際にこれをはト だ場合の皮膚表面温並びに衣

服内湿度を測定し，通気性・吸湿性と関連づけて考察し

た。

実験に使用した靴下の種類は，男子夏季用として市販

されてト る　㈲ナイロン・レーヨン交編（ストレッチポ

ーラ） （B）クリンプナイロン（薄手）パーマケム加工

(C）クリンプナイロン（厚手）パーマケム加工　㈲ 純綿

（爪先・腫ナイロン補強）（E）ウーリーナイr=lソ　以上

五種と(F 鴻 人用ド コヴト編ナイロV ソックスの合計

六種で，色は前五種は全部うすしヽ グレーとし,   F のみぱ

白である。

て測定の結果

(1)F,  (2)B,  (3)0，(4)D バ5)A,   (6)Eの順 となった。皮

膚表面温・衣服内湿度は，被検者３名に上記の靴下をは

かせ，無風安静時，無風運動時，有風安静時の三回にわ

たり，前者は，銅コソスタンタン熱電対・ポテンシオメ

ーターにて測定したが，著しい 差異は認められ なかっ

た。後者は，ミニマ鋭感湿度計にて測定，通気性良好な

ものは，贈

れた。


